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平成 2 4 年 1 0 月 2 4 日

本日のスケジュール 鉾鱒
中部電力

1 3 :0 0 ~ 1 3 :3 0 挨 拶 ･概 要説明

1 3 :3 0 ~ 1 3 :5 0 展望室･実物大防波壁模型
1 3 :5 0 ~ 1 5 :2 0 現場ご視察

防波壁工事現場(たて壁)
5号機見学者ギャラリー
(中央制御室･原子炉建屋)
3号機海水系ポンプ防水壁
3号機緊急時海水取水設備工事

1 5 :2 0 ~ 1 5 :3 0 質疑
1 5 :3 0 頃 出発

(上記時間は、移動時間を含みます)
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L 浜岡原子力発電所の概要
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浜岡原子力発電所の立地状況 離隔
●静岡県および、御前崎市を始め、牧之原市･掛川市･菊川市

(山梨県)
(以下4市と表記)と安全協定を結んでいます。

(神奈川県)
‘

/ ℃ 却 :穢鰓月鰄 >4市 :約24.5万人

(愛知県)
静岡県 5

繁H京 機給工.ア 掛 川市 ＼
8 0十竜 : 116,000人
(当社 リア)

　 　 　 　　　　　　　　　　　　　
- ＼叫なに,小二川

遠州灘 ※を･で 47･鰹 きぼ瀞
/

　　　 　
　　　　　　

ブギ審"燈でも/ 浜岡原子壗響こ 鸚滋養≦
●4市周辺の5市2町(焼津市･藤枝市･島田市･袋井市･磐田市･吉田町･
森町)とは、浜岡原子力発電所の事故･故障等における情報提供、及び

浜岡原子力発電所
意見交換を行うことを目的として浜岡原子力発電所情勢連絡会を設置し
ています。
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浜岡原子力発電所の概要



浜岡原子力発電所 敷地および配置 ‘“
中部電力

･,‘--

敷地面積 : 1.6 km 2 (約50万坪)斑?÷‐舅鮒屹

中部電力従業員数 : 817人
協力会社従業員数 : 3,370人 (平成24年10月 旧 現在)

御前崎港
浜岡原子力発電所 ●

← - - 約1okm ÷- -→

原子力鯰麗;
　　　

　
　

　　
●日本で唯一、敷地前面に専用
の港を持たない原子力発電所
です。　　　　　　　 　　

　　

　　　　　　
r 1号機 国l□ 5号機

　　　　　　　　　　 　　

･大型機器等は、
発電所から
約1ok m 離れた
御前崎港との間
を陸上輸送して
います。

5号機原子炉圧力容器
の陸上輸送の様子

　 　　 　　　 　　

M ) J M き きま
ちなれ;-が ち ,ふかうに鰄 :

　　　
●蒸気を冷やす海水は、沖合

600m に設置した、取水塔
から取水しています。

1号機 2号機 取水増 3号機 学号機 5号機 取水塔
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浜岡原子力発電所 組織図 協

浜岡原子力総合事務所長

- 浜岡原子力発電所
-

! 浜岡地域事務所

･原子炉主任技術者

･廃止措置主任者

原
子
力
研
修
セ
ン
タ
ー

環
境
保
全
部

総
括
･広
報
グ
ル
ー
プ

技
術
部

　 　総
務
部

品
質
保
証
･検
査
部

‐電気主任技術 者 副 務
･ l発

ボイラーキビン 保 部 難事霰-
-ロ

ー‐ {-主任技術者 、 証ミ

･1号機建設時の昭和46年から役員が常駐 ･平成24年7月1日より、原子力安全技術研究所(本店技術開発本部所属)
･昭和56年に総合事務所長を配置 を発電所構内に設置
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浜岡原子力発電所 住所別人数 &搖
中部電力

(平成24年10月1日現在)

御前崎市 革 浜岡原子力発電所 従事者推移
1,509名 -
(36%) l 45o o‐ 全体

4000 マ--- --

蜘0 手製少 離壁本解ェ事着手
3ooo 一 /マ

メとメ ー

2500 ←- - - - - -- - - -- … 4重

2000 一に霊鞘;三一博テーメヒ旨=三二 一

1500
f/25 4号定期検査開始▼ - - - - - - - - - - - ÷中書外

穣 ,薯國岬#廃学舞き妻妾樗襲戸0 J- -

(6%)

浚‐ ●定期検査のない期間の平均従事者数 2,6oo名程度
4市 2.3 74名 (57% )

4市以外の県内 719名 (17%)

県 外 1p 94名 (26%)
(3 ･4 ･5号機全号運転期間中)のうち4市在住者の
占める割合:約70 %

計 4,187名
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浜岡原子力発電所 設備“輩煤 該医
中部電力

(長野県)
(神奈川県)

静岡県
(隷

‐
""

1巖 - 2溌 } 3 畿 4号機 陽機

原彌式 一,勘(型軽"水炉 (B W R )
改壼型“鋤膿む水
型飜

"水炉
(A B W R )

蹴力
(万k、IM

(54 ) (84 ) 1 10 1 13 .7 13 8

總凋- -出力
(万k、勧

3 6 1 . 7

着 工
昭和4 6年
(1 9 7 0

3月

瑠圀閃4 9年
(1 9 7 4 )

3月

昭和5 7年
(1 9 8 2 )
1 1月

平成〉元年
(1 9 8 9 )

2月

平成1 1年
(1 9 9 9 )

3月

･鞠開始
昭胸5 1年
(1 9 7 6 )

3月

昭和5 3年
(1 9 7 8 )

1 1月

昭和6 2年
(1 9 8 7 )

8月

平成5年
(1 9 9 3 )

9月

平成1 7年
(2 0 0 5 )

1月

駝鱗況 (腹鬮鰡橇の
定期検査中 定期検査中※ 定期検査中※

(H 22.1 1.29~ ) (H 24.1.25~ ) (H 24辺.22~ )

{ < 津 波 対 策 実 施 中 >

●中部電力静岡支店管内(静岡県富士川以西)の
過去最大電力 … 445‐3万k W

(平成20年8月4日)
●静岡支店管内年間電力需要(販売電力量)の
過去最大実績 … 219億9800万k W h

(平成20年度)
●浜岡原子力発電所発電電力量(平成20年度)
228億58償)万k W h

●中部電力発電電力量(平成20年度)
1,256億56償]万k W h

(発電電力量に占める原子力の割合:18.2%)

< 参考 :最近の電力需要実績>

　　　　　　
⑩2012 C hubu Electric Pow erCo.,m C A =righ匡rese~ ed. 8



　　
中部電力
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原子力発電の仕組み

取水塔

使用済燃料貯蔵ブー

原子力発電所の仕組み
(改良型沸騰水型軽水炉) 5号機の例

　
f ウラン燃料が

ー 核分裂する時
: に発生する熱
: を利用して水
きを沸騰させ蒸
i 気を発生させ
I ます。

循環水を柔話
放水口 砂丘堤防

放水路

　　　　 　　　　 　
　

　
　

　

　
　
　
　

　

　　
　
　
　

　
　
　

　　
　
　

　

　

　

漱
謬
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毒
.

認

一J
｢
I1
｣

聯

中性子 棟分製 中性子

ウラン,綿
癖 核分裂生成物

排気筒

原子炉建屋

使用済燃料
貯蔵プール、

　　　
　　　　

原子炉格納容器

機器仮置
プール

蒸気“榿聟

圧力抑制プール
制御棒

　
　

-

高
十

V

発
電
し
た
電
気

復水器

　　
中部電力
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原子力発電の仕組み



浜岡原子力発電所における地震･津波への対応 -
-
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浜岡原子力発電所の耐震安全性について

学理夢繹　　
　 　　　　　 　

‐ ′
′ g門司トラフ

　　　　　　　　　　

ノ′

ノノ
ノ′

′

南海トラフ

鰭ペン凝.もさむ蘂多々,
鰡蟻蝸戦 A B C D I E

驫D
16(刃年

. ･

匡囮国 --テー -- 1 - - - --

14賢鶏明
･

L- -- -- -
: 107年

!鞠閼噛 鱒腐敗吻 I
: 10:痺

腕 1707圷宝冲d也■▲‘

" -
I "年

き鰯聟濶紬 l軽M坪 き

ぜ劭壺‐由 …‐- 条螢軸
Zuln.･

ぜ劭壺‐由 …‐- 1944年嫡 鰡 I 川洲馴れ,
:よりヱ ･

●南海トラフ沿いでは100年から150年程度の間隔でマグニチュード8クラスのプレート間地震が
発生しており、地震の発生状況がよく知られています。

･ 浜岡原子力発電所は、想定東海地震はもとより、医壺國I聖霊誣肥覊霊鼈話肥而園團圏霊園團塾醒緘霊園囮囮
1702生宝氷地震や東海･東南海の2運動とさ空季題54年蓋政塞海地震にさらに余裕を考慮(600

ガル※)して耐震安全性を確保しています。

●地域のみなさまにより安心していただけるよう、目標地震動 (岩盤上で約1,000ガル)を自主的に
設定し、3 ~ 5号機の安全上重要な施設に対して耐震裕度向上工事 (平成20年3月完工)を実施
しました。
※ 新耐震設計審査指針に照らした耐震安全性評価においては基準地震動S s8 0 0ガル

⑥2012 C hubu E1ectric Pow erCo.,ーnC A = =gh謡rese~ ed. 12

浜岡原子力発電所における地震･津波への対応



耐震裕康向上工事の項目

配管ダクト周辺地盤改良工事

排気筒改造工事

配管･竃路類サポート改造工事

燃料取替レールガイド改造工事

原子炉建屋天井クレーン支持
部材改造工事

油タンク建替･改造工事

取水糟ポンプ室土留壁背後地盤
改良工事

,

~
改良工事

耐震裕康向上エ事について 鮠

◆平成17年1月計画公表

◆平成20年3月3 ~ 5号機につし、て工事完了

排気筒改造工事

原子炉の安全上重要な原子炉圧力容器、格納容器などは耐震性に十分な余裕があり、本工事は必要のないことを確認しています。
◎20↑2 Chubu Electric Pow erCo.,lnc.A=｢igh匡rese~ ed. 13

配管･竜路類サポート改造工事(合計約5 ,0 00箇所)

原子力発電所の耐震上の配慮 岬広
中部電力

原子炉建屋の特徴(岩盤に直接設置･剛構造)

ノリ邇
■
一

基礎を広く、厚く
岩盤に直接設置

　　　
　　 　　　　 　

　　

　
　

　　 　
　

-モ リ、'

　
もが

厚い壁を多く
規則正しく配置

0 浜岡では、耐震性を向上させ

るため、1号機設計時から、
重心が低く、底面の広い複合

構造の原子炉建屋を採用して
きました。
0 複合構造の採用により、原子

炉建屋内には、非常用ディー

ゼル発電機等の重要な機器を
配置しました。

福島第一発電所の
原子炉建屋

ぬぜ臨碧議転
‐

もがテ
岩盤

原子炉建屋のイメージ図
浜岡1 ~ 5号機の
原子炉建屋
(複合構造)

@ 20“2 Chubu E'ectric Pow erCoJ nc A "righ鰡eseル国. 14



　　
中部電力

｢浜岡原子力発電所の津波対策について｣
を動画で紹介いたします。
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津波対策の概要 &縊
中部電力

< 浸水防止対策>
◆安全上重要な機器を津波による浸水から防ぐ対策

　 　 　　　　　　　　　
　k防止l防波堅く海抜18m )の設置等による発電所敷地内への浸水防止

緊急時対策の強化

◆電源･注水･除熱の各機能に対し、多重化･多様化の観点から代替手段を請じることにより、
原子炉の安定した高温停止状態を維持し、確実かつ安全に冷温停止状態に導く

⑥2012 Chubu Electric Pow erCo.,m C A 漸馴応rese~ ed. 16



浸水防止対策の概要 ‘族
中部電力

◆安全上重要な機器を津波による浸水から防ぐ対策

①防波壁(海抜18m )の設置等により、津波が発電所敷地内に直接浸入することを防ぐ
②海水取水ポンプ周りへ防水壁を設置し、津波による海水面上昇により取水槽等の水位上昇で発生した溢水からの浸水
を防ぐ

防波壁

　　　　　　　 放水ビット

　 　　

仮に津波が防波壁を超え、敷地が浸水した場合の対策

t, 二 醗 酵勢記 一砧二一鼠 + -｣ {“̂』 - -…-…- - - - 酬… - --
　　 　　　 　

　 　　 　 　　 　　

駿T--,毬 蹴m -,鍋 紐 - -
①建屋内浸水防止、②機器室内浸水防止、③海水冷却機能維持 の対策

- 1琶- -- - 一 @“ 量 E- ‐- - ｢一±--一一
① 原子炉建屋

,★錆 津波による水位上昇 吐"出聡 海水取水ポンプ タービ
　　 　 　　　　　　　　　　 　　　　　海抜om 杓一ゼル 、

晒し蝸 砂丘堤が･ ,
- 鰓………　

　　　 　　　

PowerCo.J nC A =righ鱈rese~ ed. 17

緊急時対策の強化 露広
中部電力

緊急時対策の強化

(1)電源設備対策 コ ･ガスタービン発電機 ･災害対策用発電機 ･予備蓄電池

(2 )注水設備対策 一 ･高圧注水ポンプ用空冷式熱交換器 ･可搬式動力ポンプ ･水タンクの増設

(3 )除熱設備対策 ヲ ･窒素ボンベの配備 ･ベントの遠隔操作 ･冷温停止に必要な機器の予備品確保 等

対策の概要 ガスタービン 刈愈時用

　　　　
　

　　　　 　 　　
水タンクの

.ーな
‐‐"奉ぜ‘し 増設

@ 語 れ れ i＼ 海抜4om (高台)

. -- P ,

起 靱 h‘ I 滋
3om(高台)

　 　　　　　　　
　　　　

　　　 　 　　 　　　　　
G認受刀 原子炉建屋 窒費ボンベの設置
可報式

新野川
動力ポンプ



l□コ覇に｢ 外部電源の早期復旧対策
①受電用変圧器の高台への設置(50 0 kv / 6 . 9 kv )

屋外変圧器の津波等による浸水等に備え、長期炉心冷却に必要な大容量の電力を供給する受電用変圧器を設置
②移動式変圧器の高台への配備(7 7 kv / 6 . 9 kv )

5 0 0 kvの送電線を使用し、7 7 kvを受電するために移動式変圧器を配備
③配電線からの受電ルート強化

発電所構外の一般高圧配電線から非常用母線へ電源を供給するための配電線を敷設
④5号機の受電回路の増設(4回線→6回線)

5 0 0 kV 4回線に加え、2 7 5 kV 2回線からも受電可能にする 7.7万ボルト回線 -……… - ……1(3 14号機は6回線確保済み) L公理電源J

③忙轤艘からの供給壁饌

原子炉建屋　　
　　　　　

｣ - - - - -
電源盤

50万ボルト:2回線

②整動式変圧器" 団1隆
l

50万ボルト:2回線

駿遠変電所

履ポンプ翌也‐ & * 鋺鮒鰊

U電源盤お隷び f二 -
配電盤

27.5万 27.5万ボルト
ボルト :2回線50万

ボルト 價
開閉R

‘‘
‐ ④

　　
中部電力

　　
中部電力

　　　 　　 　
　 　　　　

　　
　 　　 　　 　

--事務が難癖!繹翻M鯖縞拝轢き 一≧癰 鷺辞癩 ･崎剥ぎ * {‐
-

^

:
▼

■ ′
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内閣府｢南海トラフの巨大地震モデル検討会｣の報告-ごついて。鵠

■これまでの経緯
--:-i
,LE
--t-i′
鳰･き 平成2 3年度 平成2 4年度

主な動き

< 国等▽>

< 当社▼>

まき;

さき
;、メミ
℃

減さ
-- i-i
i･-｣･

i･

▽3/3 1 南海トラフの巨大地震モデル検討会

｣騙謡閣議≦潔輪講‘恐委賞と
最大震度:7

▽4/2 原子力安全･保安院
南海トラフの巨大地震モデル検討会 節･一次報告の影響評価･対策指示

▼4/ 16 第一次報告に対する影響評価･対策の報告
(発電所内の高所に配備した司搬式動力ポンプで注水することにより、燃料損傷の防止が可能)

▽4/25 原子力安全･保安院
当社報告内容の妥当性確認

▽8/29 南海トラフの巨大地震モデル検討会
第二次報告(1o mメッシュによる検討)
●御前崎市の最大津波局19m

最大震度:7

▼(12月目途)
浜岡原子力発電所
における影響評価のまとめ

○第二次報告の推計では、1omメッシュ単位の地形の反映や、第一次報告で同時に断層全体が破壊
するとしていた津波断層モデルを、破壊開始点から順次破壊していく現実的なモデルへ見直しがなさ
れてます。

●今回公表された推計に関するデータを入手･確認し、浜岡原子力発電所への影響に関する評価を、
本年 12月を目途に進めてまいります。
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津波対策工事の状況について
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津波対策工事の状況について



津波対策工事の工程について

●主な対策工事の工程

平成2 3年度 平成24年度 平成25年度
4 ~ 6月 7~ 9月 11o ~ 12月 1~ 3月 4~ 6月 7 ~ 9月 10 ~ T2月 1~ 3月 4~ 6月 7 ~ 9月 10~ 12 1~ 3月
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▼10月1ワ日設置
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･一し ‐÷町

▼4月2辱日
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外部電源
信頼性強化

-
｣】･■-

l ▼8再

安全上重要な機器を津波による浸水から防ぐための｢浸水防止対策1｣および｢浸水防止対策2｣は、平成24年度に工事完了する予定です。
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防波壁の設置概要

■防波壁の設置計画

防波壁を設置し、津波が発電所敷地内に直接浸入することを防ぎます。
また、津波の局所的な集中を防ぐため~砂丘堤防の高さを海抜12m以上確保するよう嵩上げします。

盛土の謎上げ

等
20祚

ず

　　　　

1号綬
2号機

3号俄 4号擬

1

･ 盛土の嵩上げ'

海抜18 ~ 2 0 m

5号儼

< 防波壁の構造>
◆夫端高さ :海抜膣m

◆整部構造 : L型壁

(鋼材と鉄骨･鉄筋コンクリート複合構造)

◆基礎構造 :地中壁

(鉄筋コンクリート造、岩盤部に根入れ)
約2m

海抜18m

　 　　　

　　　　　 　　

(深さ約諾蹄
睦 ん　　 　 　　

　　

(防波壁断面イメージ図)

,門
- - 防波屋.総廷度 - 6 k n -

▲ ＼ 三 .--、 滴嚼梍脂 で
し繭言ふで ~壕/彰“◆/ /′ - -三三

劾
▲ ｣ ▲

　　 　 　 　　　　　　 　　　　　砂丘堤防の嵩上げ(2箇所)海抜-2 m 放水□ 放水口 散ネロ

(防波壁イメージ)

墨盛山璧M ｣比
将来イメージ

　
　　

　　
　　 　　　　　　 　　　

海抜18 m
“}- - - - - - -

岬のに当Iam

も酬
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防波壁基礎工事の状況

《基礎部構築》 M 特殊な形状部分を除いた218箇所について、平成24年6月16日に
工事完了

①基礎部掘削
②掘削部に鉄筋建て込み
③コンクリート打設

(防波壁基礎部構造イメージ)

講義

者者 ,
　　　　

　　　　

麩筋建て込み作業

コンクリート打設作業

{コンクリートポンプ車 J

　　
中部電力
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防波壁たて壁組立状況 　　
中部霧力

-5個のピース(床版5ピース、
たて壁10ピース)を、約14,凹0
本のボルトで組み立てます。

たて壁の表面には、腐食防止 し ^

のためのコンクリートパネルを
二一一一、

、 裏t

" 間の隙間

･ぎ "
　

　　　　 　 　各ブロック間の隙間
(3c m 程度:素材の膨張等を考慮)
には目地村を充填します。

高さ約3mまでは、
内部にコンクリート
を打鼓します。
海抜6 m

床版組立状況
　　 　

たて壁組立状況

　

′◆たて壁の進捗状況

イミ＼
7≧m＼＼

"と
/ /

/
6 m

1ブロック(長さ12m )の完成図 たて壁の設置工事状況
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□÷÷コ 防波壁設置工事の状況(特殊部①) 鉾
中部電力

　　 　
　　
　
　　　　　　　醸総延長1鰍きざ

　　　　　　 　 　
　　　　　　　 　　　　　　　　　

　 　 　

　　　 　　　　　　　　 　　　　　 　 　　　
4号機 3号檻

放水口 放水ロ 放ヌNロ

◆防波壁のうち｢1 ~ 5号機の放水路部 (4箇所)｣および｢西側端部｣について、

現地の状況に合わせた構造にて工事を進めています。
･
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-｢÷÷｢ 防波壁設置工事の状況(特殊部②) ‘“
中部電力

● ｢1 ~ 5号機の放水路部 (4箇所)｣について

◆既存の放水路との干渉を避けるため、基礎部の間隔を一般部の地中壁の設置間隔 (6m )以上
に広くする必要があり、基礎部1箇所あたりで支える荷重が大きくなるため、その荷重に耐えられ
る構造としています。

◆現在、基礎部のエ事が完了し、壁部のエ事を進めています。
事テー↓ ‘･驫肴 “増せ｣【深礎エ事の流れ1

　　　　　　
- -よさ“増鳶

7.2 ~ 8.7m 程度
偽 ァ 112号機放水路部

箱桁
2 9.5 ~ 4 4.6 m

(銑筋コンクリ-ト造)
程度

=。~ 絢 程度 /粒誇れ ,.
套三

野4
掘肖l｣工事

▽海抜18m l地中部

19 ~ 33m 根入れ　　　　　　
　 　　 　　程度

夢 放水路 , ,′“
≠

　　　　　 　　　　
＼と 放水路

. 逗 ,湖濯
が

(鉄筋コンクリ‐ 楮 )

燐 に --転がり- 5号機放水路部直径8 ~ 12m
三礎覇私 深礎基礎部完了
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I÷÷÷÷ニコ 防波壁設置工事の状況(特殊部③)

● ｢西側端部｣の構造について
◆地盤高さが海抜12mと高く、防波壁天端、海抜脇mまでの地上の壁部高さが6mとなり、
一般部(壁部高さ10 ~ 12m )に比べ壁部の高さが低くなるため、鋼管矢板を用いた構造と
しています。

◆現在、鋼管矢板の設置が完了し、鉄筋コンクリート被覆 むいに
工事を進めています。 "

･
,

▽海抜18m

＼
鋼管矢板の打ち込み後

鋼管矢板工事完了後の
鉄筋コンクリート打設工事

　　
中部電力
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海水冷却機能の確保に係る対策工事の状況について 解は
中部電力

◆津波発生時に取水槽から溢れた海水による、海水取
水ポンプの被水防止のため、ポンプの周囲に高さ1.5 m
の防水壁を設置

〈防水壁設紹置状況〉
3者号機 設置完了
5号機 設置工事

実施中

◆既設の海水冷却設備のバックアップとして緊急時海水取水設備(E W S )
を3 ~ 5号機にそれぞれ新たに設置

◆E W Sポンプは、防水構造の建屋内に設置
◆E W Sは、≧こ5号機取水轄連鐙士とネルと陸堕し、取水源を多重化

く設置工事作業状況〉
　　　　　
地下水田コンクリート
打設完了
ポンプ室工事実施中

新設ポンプ室設置作業(3号機)

新設れプ室 ＼ ¥畔sポンプ煙台)

　　　　　　　　　 　
へ接院するための れ - -･t
トンネル 、 ナ′
一

ずゞ ソ.
ナーコ

i ト /
′

3･4号櫨
約28m

　　　　 　　　

3号槻 約25m

3 ･4号犢 約28m 5号榿 約2

緊急時海水取水設備(日W S )
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3号防水壁設置状況
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･鰤拝満 期 建屋内への浸水防止対策のェ事状況にっぃて 箋
◆防水構造扉の二重化や水密扉の追加設置･補強を実施中(工事箇所:約200箇所)

建屋外壁の防水構造扉の信頼性強化(14箇所完了)

　
　 　

　ギ ご多幸

i
'f
I
I
1
I
I
･番
亀裂

原子炉建屋大物搬入口 原子炉建屋大物搬入口 強化扉の設置工事の状況
外側強化扉設置状況(3号機の例) 内部水密扉設置状況(3号機の例) 追設(4号機の例)

7
/秘

水密扉の追加設置、補強(4l箇所完了)

4
ー
mm引uI
.■翻H引田I
1
J
J
r

　
　
　

　

　

　

　

　

　　　　　
　
　
　

強
勾!
-;

--"
--ミ

ーI

-1 暮そ げ}
　　 　　

　　　

　　　　　　　　　　　 　

橙器室内の水密扉取替状況(3号橙の例)
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区蜜頭瀰可 高台造成工事の状況 ‘法
中部電力

①海抜40m 部 衡 / モ折 電源盤および配電盤設置鳩塾

/ ＼
敷地造成エ事が完了し、 幽霊鞄 メン
震源曲丘配重盤等を設置する
坐 璧霊および

ん
, ＼寒さ"

②嶺霧縮部
事を進めていますo

一事総≧
箋 I "←“ ~ ' 》

緊急用資機材倉
敷地造成工事が完了し、 設置場所
塑王凶萱を設置するェ事を !バ ノキ ＼ささv 々進めています。

　

……
-

　 緊急用資機材倉庫

ガスタービン発電機 ノ 、ゞ 海抜3o m 部 で
設置場所 ′ ＼" 造成面積･

< 浜岡原子力発電所敷地概略図> " " " /' ~ {‐… 劃躯型量

　

　　　 　　　　　　　
　　　　

　　
　

　　　　 　 　 　 　　　 　　　　 　 　 　
!捌こ 地下水槽 設置場所 ' ｣ '

　 　　
　
　　　

　

調 - 地下水槽 設置場R
　　 　 　 　 　　

繃。曲
。

だしき 原
鷲 幅 壤概略図> ガ

祐
- 醤機
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‘釀薊痔頭蓚蕊可- 高台40 m 部の施設につし･て &法
中部電力

: ~ . ･ . .』“
′rに ノキリ,.｢

　　　　　　
“マ

メ ふん ･
覆う +〆＼←%“ゞ蝨鰔をゞ - 輻 ~ ÷〆 / 〆

、" }
も が4樅蔦鑓襲職鞘轢盂鯉脇麩

- - " L

　　　　　　　　　　　　
　　　

　
　

　
.》/

-‐
＼

冷やす機能に関連する
ポンプ･電動機等の予備品

電源盤 約300台

発電橙建屋
緊急時ガスタービン

発電機建屋
< 免霊構造>

緊急時 気品建屋 発電機建屋

増資増 す 〆 /キト霊.--護毒繊転 語1憐衡搬7一

｢｢

●高台設備完成イメージ(海抜4Q n、造成面積 :約32,00om
2)

発電饑 ガスタービン
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-ヤ÷言揃幇÷ ｢ I 外部電源の早期復旧対策 岬焔
中部電力

■受講用変圧器の高台への設置工事の進捗状況

◆9月5日に受電用変圧器を搬入し、現在変圧器の設置工事実施中

サ ー -----‘ -"　　 　　　
′/

麓鬮 7　　
　

　　　
　　　　　　　　
!外部電源 l

　 　 　　
変圧器設置工事

整型式糞圧器の配備
′23 1129に新佐倉亦焉所に配礒済) 50万ボルト:2回線

　　　　　　　 　　(発

密議釣り遭難 鱗 27･袋 鰕 所
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中部電力

原子力防災訓練について
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原子力防災訓練について ‘盆
中部電力

●緊急安全対策等の既に対策が完了している設備を用いた訓練
(個別訓練)を継続的に実施し、対応能力の向上を図っています。

●津波対策として新たに設置する設備については、設置が完了し

た設備からJ順次、個別訓練を実施しています。

●各津波対策を組み合わせた総合訓練の実施により、緊急時の
対応が確実に実施できることを確認しています。
今後とも継続的に訓練を実施し、対応能力の向上を図ります。
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浜岡原子力発電所における原子力防災訓練にっし、て の 離島

●個別訓練

◆原子炉を冷却するための水源確保のため、可搬式動力ポンプを用いた河川水(新野川)
の送水訓練を実施

　　　　　 　　　

ナ ･ T ′カ
ー

. -

-k
-

-

レ ー ~

L
一 i

◆津波による浸水に備え、移動式変圧器へのケーブル敷設訓練を実施
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浜岡原子力発電所における原子力防災訓練-こっし、て(2 ) 臨

●総合訓練

◆津波による浸水により、緊急時対策所が使用不可となった場合を想定し、発電所敷地高台

に代替対策本部を設置し、代替本部の指示に基づいた訓練の実施と確認を行いました。

霊騨群を鱗雲
代替本部 避難誘導訓練

◆3 ~ 5号機が運転中に大規模な地震と津波の発生により、海水ポンプが停止、全交流電源
も喪失したことによる、原子力災害の発生を想定した訓練の実施と確認を行いしました。

　　　　　　　　身聽霊趨勢薯纐の 通犠鹸怨霊蓼熊訓練
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中部電力今後の取り組み

◆平成24年8月29日に、内閣府の｢南海トラフの巨大地震モデル検討会｣から、
南海トラフ沿いの巨大地震による震度分布･津波高等の推計につし、て、
第二次報告がなされました。
当社は今回報告された推計に関するデータを入手のうえ、その内容を確認し、
浜岡原子力発電所において想定すべき地震動および津波について検討を
おこない、発電所への影響に関する評価を12月を目途に進めてまいります。

◆また、本年3月原子力安全･保安院公表の｢福島第一原子力発電所事故
の技術的知見について(取りまとめ)｣、およびこれまで公表された福島第一
原子力発電所事故調査報告轡に関しても、その内容を確認、検討をして
いるところです。

◆これらの評価･検討を踏まえて、浜岡原子力発電所における地震および
津波に対する安全対策等について、更なる見直しや追加対策の必要性を
検討してまいります。
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